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「
痛
み
」
に
よ
る
多
面
的
な
合
併
症

手
術
後
の
「
痛
み
」
は
、
次
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
の
リ
ス
ク
を
増

や
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
咳
や
深
呼
吸
を
妨
げ
、
痰
が
出
し
に

く
く
な
る
こ
と
で
、
呼
吸
器
合
併
症

が
増
え
ま
す
。

②
痛
み
に
よ
り
交
感
神
経
が
刺
激
さ

れ
、
血
圧
が
上
昇
し
、
脈
が
速
く
な

る
こ
と
で
、
心
臓
や
脳
へ
の
悪
影
響

が
増
え
ま
す
。

③
痛
み
で
身
体
が
動
か
せ
な
い
と
、

ベ
ッ
ド
か
ら
の
起
き
上
が
り
（
離り

床し
ょ
う）

が
遅
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
腸

の
動
き
が
弱
く
な
っ
た
り
、
筋
力
の

働
き
の
低
下
が
み
ら
れ
、
下
肢
の
血

栓
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）

が
生
じ
た
り
し
ま
す
。

④
長
く
続
く
慢
性
の
神
経
痛
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
特
に
高
齢
の
方
で
は
、
痛
み
で
不
穏

や
せ
ん
妄
、
認
知
機
能
障
害
を
発
症

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

術
後
の
回
復
を
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト

そ
の
た
め
Ａ
Ｐ
Ｓ
チ
ー
ム
で
は
、
次

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・	

麻
酔
科
医
・
看
護
師
・
薬
剤
師
が
、

手
術
後
の
痛
み
に
関
す
る
診
察
を
行

い
、「
痛
み
」、「
吐
き
気
」、「
し
び
れ
」

な
ど
の
手
術
や
麻
酔
に
よ
る
影
響
を

確
認
し
た
う
え
で
、
主
治
医
と
共
に

症
状
の
緩
和
を
サ
ポ
ー
ト
。

・	

痛
み
の
程
度
を
、「
全
く
痛
く
な
い

と
き
を
０
、
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
痛

い
と
き
を
10
」
と
し
た
数
値
で
確
認

し
、
そ
の
数
値
を
参
考
に
し
て
鎮
痛

方
法
を
判
断
す
る
。

・
手
術
前
に
、
鎮
痛
方
法
を
麻
酔
科
医

か
ら
説
明
す
る
。

ま
た
、
調
節
型
の
持
続
鎮
痛
薬
を
投

与
さ
れ
た
方
に
は
、
手
術
翌
日
か
ら
、

痛
み
の
強
さ
・
鎮
痛
薬
の
使
用
状
況
・

離
床
へ
の
影
響
な
ど
を
確
認
。
快
適
な

術
後
生
活
の
た
め
に
、
つ
ら
い
症
状
が

改
善
す
る
よ
う
に
治
療
を
行
う
な
ど
、

患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

手
術
後
の
「
痛
み
」
を
我
慢
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
早
く
回

復
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■	所在地	 〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
■	連絡先	 Tel	0422-32-3111（代表）
■	休診日	 土曜、日曜、祝日、5月1日（赤十字創立記念日）、年末年始	
■	病床数	 586床

Ａ
Ｐ
Ｓ
チ
ー
ム
の
ご
紹
介

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院では、手術後の「痛み」のケアを目的として、2025 年７月
に「術

じゅつ

後
ご

疼
と う

痛
つ う

管
か ん

理
り

（APS：Acute Pain Service）チーム」を結成し、活動を開
始しました。

手
術
後
の「
痛
み
」を
ケ
ア
す
る
た
め
に

手術センター師長

鈴木 直美
Naomi Suzuki

他職種が連携して術後の痛みをケア APSチームのメンバー
Hospital
Referral
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「
多
発
性
骨
髄
腫
」
は
、
血
液
中
の
細

胞
の
一
種
で
あ
る
形
質
細
胞
が
「
が
ん

化
」し
、
骨
髄
中
で
異
常
増
殖
し
、
血
液

を
作
る
機
能
を
抑
制
し
た
り
、骨
、腎
臓

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
を
害
し
た
り
す

る
病
気
で
す
。

「
多
発
性
骨
髄
腫
」
の
治
療
は
、
化
学

療
法
＊
１
お
よ
び
自
家
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
＊
２（
自
家
移
植
）が
中
心
と
な
り
ま

す
。
移
植
適
応
患
者
に
は
寛
解
導
入
療

法
＊
３
に
続
い
て
自
家
移
植
を
行
っ
た
の

ち
、
再
燃
を
防
ぐ
た
め
に
維
持
療
法
を

継
続
し
ま
す
。
自
家
移
植
は
大
学
病
院

な
ど
の
他
施
設
で
行
う
た
め
、
当
院
で

は
寛
解
導
入
療
法
中
に
医
療
連
携
を
行

い
、
遅
滞
な
く
移
植
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す（
図
１
）。

高
齢
者
に
も
効
果
的
な
化
学
療
法

一
方
、
お
よ
そ
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
全
身
状
態
不
良
の
患
者
さ
ん
で
は
自

家
移
植
が
非
適
応
と
な
り
、
化
学
療
法

で
長
期
寛
解
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
標

と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者
に
対

す
る
治
療
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
腫
瘍
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗
体
や

免
疫
調
整
薬
を
３
剤
併
用
す
る
療
法

（
Ｄ
ａ
ｒ
ａ
Ｒ
ｄ
療
法
）
が
推
奨
治
療
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
試
験
で

は
、
従
来
療
法
と
比
較
し
有
意
に
無
増

悪
生
存
期
間
＊
４
、
全
生
存
期
間
を
延
長

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た（Facon	

et	al.	2019

）。
ま
た
、
80
歳
以
上
の
集

団
に
お
い
て
も
無
増
悪
生
存
期
間
、
全

生
存
期
間
を
延
長
し
、
安
全
性
も
忍
容

可
能
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（Facon	et	al.	2025

）。さ
ら
に
Ｄ
ａ
ｒ

ａ
Ｒ
ｄ
療
法
で
は
、
経
口
剤
お
よ
び
皮

下
投
与
の
薬
剤
を
用
い
る
た
め
、
長
時

間
の
点
滴
や
中
心
静
脈
ル
ー
ト
＊
５
が
不

要
と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
通
院
負
担
が

軽
い
治
療
で
す
。

「
多
発
性
骨
髄
腫
」と
と
も
に
生
き
る

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
化
学
療
法
の

進
歩
は
、
抗
が
ん
剤
の
抗
腫
瘍
効
果
、

安
全
性
の
向
上
と
、
患
者
さ
ん
の
負
担

軽
減
を
実
現
し
て
き
て
い
ま
す
。
Ｄ
ａ

ｒ
ａ
Ｒ
ｄ
療
法
以
外
に
も
新
規
治
療
が

次
々
と
登
場
し
、
疫
学
調
査
で
も
近
年

の
「
多
発
性
骨
髄
腫
」
の
年
齢
調
整
死

亡
率
は
低
下
傾
向
と
な
っ
て
お
り
（
図

２
）、「
と
も
に
付
き
合
っ
て
い
く
疾
患
」

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大森赤十字病院
■	所在地　〒143-8527　東京都大田区中央4-30-1
■	連絡先　Tel	03-3775-3111（代表）
■	休診日　土曜・日曜・祝日・年末年始（急患は随時）
■	病床数　340床（一般322床、ICU・CCU	6床、HCU	12床）

血液内科が担当する疾患は、白血球の異常・赤血球の異常・血小板の異常・凝
固異常など多岐にわたります。高齢化社会を背景に、これら血液疾患の患者
数は増加傾向にあります。本稿では「多発性骨髄腫」の治療をご紹介します。

患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
近
年
の
化
学
療
法

「
多
発
性
骨
髄
腫
」の
治
療

血液内科部長

徳重 淳二
Junji Tokushige

JRC OMORI HOSPITAL

＊1 化学療法：薬剤を用いてがん細胞を死滅・抑制させる治療法／＊2 自家末梢血幹細胞移植（自家移植）：患者自身の造血幹細胞をあらかじめ採取、保存し、移
植に用いること／＊3 寛解導入療法：病気の症状が改善されて安定している状態である“寛解”を目指す化学療法／＊4 無増悪生存期間：がんが進行せずに安定
している期間／＊5 中心静脈ルート：中心静脈（鎖骨下静脈・内頸静脈・大腿静脈などの太い血管）にカテーテルを留置するルート
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図２ 多発性骨髄腫の年齢調整死亡率（全国）・
 罹患率（高精度地域）年次推移［男女計、全年齢］

死亡、多発性骨髄腫
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大森赤十字病院

【参考文献】Facon T. et al. N Engl J Med. 2019 May 30;380(22):2104-2115. ／ Facon T. et al. Leukemia. 2025 Apr;39(4):942-950. 
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生
存
期

間
、全
生
存
期
間
を
延
長
し
、安
全
性
も

忍
容
可
能
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す（Facon et al. 2025

）。さ
ら
に
Ｄ
ａ

ｒ
ａ
Ｒ
ｄ
療
法
で
は
、
経
口
剤
お
よ
び

皮
下
投
与
の
薬
剤
を
用
い
る
た
め
、
長

時
間
の
点
滴
や
中
心
静
脈
ル
ー
ト
＊
５
が

不
要
と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
通
院
負
担

が
軽
い
治
療
で
す
。

「
多
発
性
骨
髄
腫
」と
と
も
に
生
き
る

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
化
学
療
法
の

進
歩
は
、
抗
が
ん
剤
の
抗
腫
瘍
効
果
、

安
全
性
の
向
上
と
、
患
者
さ
ん
の
負
担

軽
減
を
実
現
し
て
き
て
い
ま
す
。
Ｄ
ａ

ｒ
ａ
Ｒ
ｄ
療
法
以
外
に
も
新
規
治
療
が

次
々
と
登
場
し
、
疫
学
調
査
で
も
近
年

の
「
多
発
性
骨
髄
腫
」
の
年
齢
調
整
死

亡
率
は
低
下
傾
向
と
な
っ
て
お
り
（
図

２
）、「
と
も
に
付
き
合
っ
て
い
く
疾
患
」

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒143-8527　東京都大田区中央4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜・日曜・祝日・年末年始（急患は随時）
■ 病床数　340床（一般322床、ICU・CCU 6床、HCU 12床）

血液内科が担当する疾患は、白血球の異常・赤血球の異常・血小板の異常・凝
固異常など多岐にわたります。高齢化社会を背景に、これら血液疾患の患者
数は増加傾向にあります。今回は「多発性骨髄腫」の治療をご紹介します。

患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
近
年
の
化
学
療
法

「
多
発
性
骨
髄
腫
」の
治
療

血液内科部長

徳重 淳二
Junji Tokushige

JRC OMORI HOSPITAL

＊1 化学療法：薬剤を用いてがん細胞を死滅・抑制させる治療法／＊2 自家末梢血幹細胞移植（自家移植）：患者自身の造血幹細胞をあらかじめ採取、保存し、移
植に用いること／＊3 寛解導入療法：病気の症状が改善されて安定している状態である“寛解”を目指す化学療法／＊4 無増悪生存期間：がんが進行せずに安定
している期間／＊5 中心静脈ルート：中心静脈（鎖骨下静脈・内頸静脈・大腿静脈などの太い血管）にカテーテルを留置するルート

3.5
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図２ 多発性骨髄腫の年齢調整死亡率（全国）・
 罹患率（高精度地域）年次推移［男女計、全年齢］

死亡

罹患

出典＝年齢調整死亡率（全国）：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統
計」（厚生労働省人口動態統計）、罹患率（高精度地域）：国立がん研究セン
ターがん情報サービス「がん統計」（全国がん罹患モニタリング集計（MCIJ））

治療と並行した医療連携
寛
解
導
入
療
法

化
学
療
法

自
家
移
植

維
持
療
法

大森赤十字病院 大学病院など

大森赤十字病院

【参考文献】Facon T. et al. N Engl J Med. 2019 May 30;380(22):2104-2115. ／ Facon T. et al. Leukemia. 2025 Apr;39(4):942-950. 
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東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
ご
注
意

近
年
、
若
い
女
性
の
「
痩
せ
」
の
増

加
が
健
康
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
日
本
で
は
若
い
世
代
の

女
性
の
５
人
に
１
人
＊
が
「
痩
せ
」
で

す
。
ま
た
、
30
代
よ
り
も
20
代
の
ほ
う

が
「
痩
せ
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

に
よ
る
「
痩
せ
願
望
」
や
「
ダ
イ
エ
ッ

ト
指
向
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が

痩
せ
る
必
要
が
な
い
の
に
、
偏
っ
た
食

生
活
を
送
っ
た
り
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
妊
娠
す
る
前
か
ら
痩

せ
型
の
体
型
で
あ
っ
た
り
、
妊
娠
中
の

体
重
増
加
が
十
分
で
な
い
と
、
子
宮
内

で
の
栄
養
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
赤
ち
ゃ
ん
は
少
な
い
栄

養
を
効
率
よ
く
取
り
込
も
う
と
す
る
体

質
と
な
り
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
肥

満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
を
発
症
し
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
の
栄

養
が
不
十
分
だ
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
（
次
の
世
代
）
の
健
康
問
題
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事
と
は

ご
飯
・
パ
ン
な
ど
の
主
食
、肉
・
魚
・

卵
な
ど
を
使
用
し
た
主
菜
、
野
菜
や
海

藻
類
を
使
用
し
た
副
菜
を
そ
ろ
え
る

と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た

食
事
を
１
日
に
２
回
以
上
食
べ
る
と
、

栄
養
素
摂
取
量
が
適
正
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。働
い
て
い
た
り
、子
育
て

を
し
て
い
た
り
す
る
と
、
忙
し
い
朝
に

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事
は
な
か
な
か
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、「
前

日
か
ら
サ
ラ
ダ
の
上
に
ゆ
で
卵
や
ハ
ム

を
乗
せ
て
お
い
て
朝
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
る
だ
け
！
」「
前
日
の
夕
食
を
多

く
作
っ
て
お
き
朝
は
電
子
レ
ン
ジ
で

チ
ン
す
る
だ
け
！
」
と
い
う
よ
う
な
準

備
が
お
す
す
め
で
す
。
朝
ご
飯
を
食
べ

る
習
慣
が
な
い
人
は
、
ま
ず
は
ク
ラ
ッ

カ
ー
と
ス
ー
プ
や
バ
ナ
ナ
１
本
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る
習

慣
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

比
較
的
時
間
の
余
裕
が
あ
る
昼
食
と
夕

食
は
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
気
に
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

管理栄養士として、妊婦さんの食事・栄養指導を行っ
ています

妊
娠
前
か
ら
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
健
康
的
な
食
生
活
の
す
す
め

「妊娠は食事を見直す絶好の機会」といわれますが、妊娠をきっかけに食事内容
が大きく変わるものではなく、妊娠前の食事内容が継続されることが多いです。
そのため、妊娠前から健康的な食生活を心がけることが大切です。

管理栄養士

和田 晴香
Haruka Wada

当院で提供して
いるお食事。こ
のように主食・
主菜・副菜をそ
ろえるのがおす
すめ。難しい場
合はご飯と肉
野菜炒めなどで
もOK。中華丼
やちゃんぽんな
どの１品もので
も、ご飯や麺・
肉や魚・野菜や
海藻がそろって
いればOK

＊令和5年国民健康・栄養調査（厚生労働省）によると、20歳〜30歳代女性の20.2％が、体格指数（BMI）18.5未満の「痩せ」に該当

NISSEKI TOKYO17

1月、２月の「はたちの献血キャンペーン」期間中、「はっぴ～オバケ」と東京都赤十字血液センターが
コラボし、オリジナルマンガを展開します！
詳しい情報は、東京都赤十字血液センター公式 X・YouTube をご覧ください！

「はっぴ～オバケ」とは？
Web/SNSを中心に活躍するイラストレーター５２６（こじろー）が描く、
主人公のお姉さんと可愛らしいオバケとの日常を描く心温まるストーリー。

Ⓒ526

X YouTube

ヒ
ー
ロ
ー
へ
」

「
献
血
で
、明
日
に
つ
な
ぐ

東京都赤十字
血液センター

公式SNSはこちらから
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東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒125-0051　東京都葛飾区新宿3-7-1
■連絡先　Tel	03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104床（産婦人科一般65床、MFICU	3床、NICU	12床、GCU	24床）

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
ご
注
意

近
年
、
若
い
女
性
の
「
痩
せ
」
の
増

加
が
健
康
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
日
本
で
は
若
い
世
代
の

女
性
の
５
人
に
１
人
＊
が
「
痩
せ
」
で

す
。
ま
た
、
30
代
よ
り
も
20
代
の
ほ
う

が
「
痩
せ
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

に
よ
る
「
痩
せ
願
望
」
や
「
ダ
イ
エ
ッ

ト
指
向
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が

痩
せ
る
必
要
が
な
い
の
に
、
偏
っ
た
食

生
活
を
送
っ
た
り
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
妊
娠
す
る
前
か
ら
痩

せ
型
の
体
型
で
あ
っ
た
り
、
妊
娠
中
の

体
重
増
加
が
十
分
で
な
い
と
、
子
宮
内

で
の
栄
養
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
赤
ち
ゃ
ん
は
少
な
い
栄

養
を
効
率
よ
く
取
り
込
も
う
と
す
る
体

質
と
な
り
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
肥

満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
を
発
症
し
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
の
栄

養
が
不
十
分
だ
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
（
次
の
世
代
）
の
健
康
問
題
へ

と
繋
が
り
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事
と
は

ご
飯
・
パ
ン
な
ど
の
主
食
、肉
・
魚
・

卵
な
ど
を
使
用
し
た
主
菜
、
野
菜
や
海

藻
類
を
使
用
し
た
副
菜
を
そ
ろ
え
る

と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
が
そ
ろ
っ
た

食
事
を
１
日
に
２
回
以
上
食
べ
る
と
、

栄
養
素
摂
取
量
が
適
正
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。働
い
て
い
た
り
、子
育
て

を
し
て
い
た
り
す
る
と
、
忙
し
い
朝
に

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事
は
な
か
な
か
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、「
前

日
か
ら
サ
ラ
ダ
の
上
に
ゆ
で
卵
や
ハ
ム

を
乗
せ
て
お
い
て
朝
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
る
だ
け
！
」「
前
日
の
夕
食
を
多

く
作
っ
て
お
き
朝
は
電
子
レ
ン
ジ
で

チ
ン
す
る
だ
け
！
」
と
い
う
よ
う
な
準

備
が
お
す
す
め
で
す
。
朝
ご
飯
を
食
べ

る
習
慣
が
な
い
人
は
、
ま
ず
は
ク
ラ
ッ

カ
ー
と
ス
ー
プ
や
バ
ナ
ナ
１
本
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る
習

慣
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

比
較
的
時
間
の
余
裕
が
あ
る
昼
食
と
夕

食
は
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
気
に
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

管理栄養士として、妊婦さんの食事・栄養指導を行っ
ています

妊
娠
前
か
ら
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
健
康
的
な
食
生
活
の
す
す
め

「妊娠は食事を見直す絶好の機会」といわれますが、妊娠をきっかけに食事内容
が大きく変わるものではなく、妊娠前の食事内容が継続されることが多いです。
そのため、妊娠前から健康的な食生活を心がけることが大切です。

管理栄養士

和田 晴香
Haruka Wada

当院で提供して
いるお食事。こ
のように主食・
主菜・副菜を揃
えるのがおすす
め。難しい場合
はご飯と肉野
菜炒めなどでも
OK。中華丼や
ちゃんぽんなど
の１品ものでも、
ご飯や麺・肉や
魚・野菜や海藻
が揃っていれば
OK

＊令和5年国民健康・栄養調査（厚生労働省）によると、20歳〜30歳代女性の20.2％が、体格指数（BMI）18.5未満の「痩せ」に該当

NISSEKI TOKYO17

1月、２月の「はたちの献血キャンペーン」期間中、「はっぴ～オバケ」と東京都赤十字血液センターが
コラボし、オリジナルマンガを展開します！
詳しい情報は、東京都赤十字血液センター公式 X・YouTube をご覧ください！

「はっぴ～オバケ」とは？
Web/SNSを中心に活躍するイラストレーター５２６（こじろー）が描く、
主人公のお姉さんと可愛らしいオバケとの日常を描く心温まるストーリー。
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退所後のアフターケア
～よりどころであり続ける

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

すくわくプログラム始動!!
色～白紙から広がる色の世界

赤十字子供の家とは… 児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です

武 蔵野赤十字保育園では、３・４・５歳児クラスが「と
うきょうすくわくプログラム」に参加しました。「と

うきょうすくわくプログラム」とは、東京都が実施する幼児
教育プログラムで、「伸びる・育つ（すくすく）」と「好奇心・
探求心（わくわく）」を応援するものです。テーマを、「色～白
紙から広がる色の世界」とし、さまざまな色の絵具や資材を
利用して表現を行いました。

みんなで協力してポスターを作成

４歳児は、壁紙に貼るポスターを制作しました。みんなで
お話を聞いているときから、わくわくがとまりません。季節
のイメージや、どんなことをして過ごしたいかを子どもた
ちが考え、それに合わせてイメージしながら描いていきま
す。大きな模造紙、ロール紙を広げて、いろいろな色の絵具
を、ローラーや絵筆、手で塗っていきます。「この色が混ざ
るとどうなるかな」「これ使ってみよう」。色が混ざってでき
た新しい色や濃淡の具合に驚いたり、みんな夢中です。完成
した大きなポスターは、他のクラスのおともだちにも見に
来てもらったり、行事でも飾りました。
おともだちと協力して大きなポスターを作り上げ、表現

する楽しさを存分に味わった子どもたちでした。

児童養護施設に入所している子どもたちの在籍期間は
全国平均で5年ほど。10年以上在籍する子どもは全体

の15％ほどです。自立や家庭への復帰、里親委託などさま
ざまな岐路に立ち、いずれは施設を旅立っていきます。長年
一緒に生活をしてきた職員にとっては、寂しく、心配が募る
ことが多い旅立ちですが、子どもの人生の次のステップを
願って送り出しています。
ただ、新しい環境にすぐに慣れることができない場合も

多いので、子どもたちやその家族が慣れるまでのお手伝い
を、児童相談所や地域の支援団体と共に行っています。

つながりが途切れないように

その一環として、当園では毎年11月ごろにあきまつりを
開催しています。退所した子どもたちを招待し、旅立った
後の“つながり”を大切にしています。また、当園の子ども
たちの家族も招待するのと同時に、赤十字子供の家の存在
を知ってもらうため、地域の方も招待しています。退所し
た後も何かあったときに相談できる場所、子どもたちの居
場所、よりどころとなるよう、あきまつりの他にも、バース
デーカードや年賀状の送付、退所した子どもたちの学校行
事の参観、電話や会う機会を作るなどをアフターケアとし
て行っています。

毎年恒例
あきまつり

わくわく！ 
手でもぬりぬり！

楽しかった！
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退所後のアフターケア
～よりどころであり続ける

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

すくわくプログラム始動!!
色～白紙から広がる色の世界

赤十字子供の家とは… 児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です

武 蔵野赤十字保育園では、３・４・５歳児クラスが「と
うきょうすくわくプログラム」に参加しました。「と

うきょうすくわくプログラム」とは、東京都が実施する幼児
教育プログラムで、「伸びる・育つ（すくすく）」と「好奇心・
探求心（わくわく）」を応援するものです。テーマを、「色～白
紙から広がる色の世界」とし、さまざまな色の絵具や資材を
利用して表現を行いました。

みんなで協力してポスターを作成

４歳児は、壁紙に貼るポスターを制作しました。みんなで
お話を聞いているときから、わくわくがとまりません。季節
のイメージや、どんなことをして過ごしたいかを子どもた
ちが考え、それに合わせてイメージしながら描いていきま
す。大きな模造紙、ロール紙を広げて、いろいろな色の絵具
を、ローラーや絵筆、手で塗っていきます。「この色が混ざ
るとどうなるかな」「これ使ってみよう」。色が混ざってでき
た新しい色や濃淡の具合に驚いたり、みんな夢中です。完成
した大きなポスターは、他のクラスのおともだちにも見に
来てもらったり、行事でも飾りました。
おともだちと協力して大きなポスターを作り上げ、表現

する楽しさを存分に味わった子どもたちでした。

児童養護施設に入所している子どもたちの在籍期間は
全国平均で5年ほど。10年以上在籍する子どもは全体

の15％ほどです。自立や家庭への復帰、里親委託などさま
ざまな岐路に立ち、いずれは施設を旅立っていきます。長年
一緒に生活をしてきた職員にとっては、寂しく、心配が募る
ことが多い旅立ちですが、子どもの人生の次のステップを
願って送り出しています。
ただ、新しい環境にすぐに慣れることができない場合も

多いので、子どもたちやその家族が慣れるまでのお手伝い
を、児童相談所や地域の支援団体と共に行っています。

つながりが途切れないように

その一環として、当園では毎年11月ごろにあきまつりを
開催しています。退所した子どもたちを招待し、旅立った
後の“つながり”を大切にしています。また、当園の子ども
たちの家族も招待するのと同時に、赤十字子供の家の存在
を知ってもらうため、地域の方も招待しています。退所し
た後も何かあったときに相談できる場所、子どもたちの居
場所、よりどころとなるよう、あきまつりの他にも、バース
デーカードや年賀状の送付、退所した子どもたちの学校行
事の参観、電話や会う機会を作るなどをアフターケアとし
て行っています。

毎年恒例
あきまつり

わくわく！ 
手でもぬりぬり！

楽しかった！
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